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概要 
本書は、弊社通信端末CPUボードKNPICC30用アプリケーション ソフトウェア、『HID Device 
Manager』 の使用方法について解説しています。『HID Device Manager』のソースコードおよびラ
イブラリ （C# .NET Framework 4）は、公開されており、容易にカスタマイズすることが可能です。NET 
Framework 4 ライブラリの仕様は、 『KNPICC30 HID Library Manual』を参照してください。
KNPICC30のハードウェア仕様は、『KNPICC30 Hardware Manual』 を参照してください。 

『HID Device Manager』を使用すると、PCからKNPICC30の機能 （LED、SW、デジタルI/Oポート）
を制御できます。また、ユーザープログラムの書き込み/読み込み、UDP通信設定の書き込み/読み込
みが可能です。『HID 30 Device Manager』は、HID通信(USB)のみを使用しますので、他のドライ
バをインストールする必要はありません。『HID Device Manager』は、KNPICC30の機能 （RS232C, 
ＡＤ変換器）を制御することはできません。 
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実行前の準備 

ファームウェアの配備 
HIDブートローダ領域にHIDブートローダがインストールされている必要があります(工場出荷時にイン
ストール済み)。詳細は、『KNPICC30 Firmware Manuall』 を参照してください。 

KNPICC30の設定 
KNPICC30上のDIP SW1 を ON にする。 
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デバイス情報タブ 
デバイス情報タブは、KNPICC30のＨＩＤデバイス情報を表示します。KNPICC30のリセット/ユーザープ
ログラムの起動の操作も可能です。 

③ 
② ① 

① 起動 ボタ

② リセット ボ

③ 
ドライバ/
テーブル

 

デバイス情報タ

ン 

タン 

デバイス情報 
 

 

ブ 

ユーザープログラムを起動します。 
(ユーザー プログラム領域1のプログラムを起動します。) 
詳細は、『KNPICC30 Firmware Manuall』 を参照してください。

KNPICC30をリセットします。 

KNPICC30のドライバ/デバイス情報を表示します。 
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プログラムタブ 
プログラムタブで、UDP ブートローダプログラムの書き込み/読み込み操作が可能です。 

① ② 

④

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

 

 ⑤

開く ボタ

書き込み 

書き込みデ

読み込み

比較 ボタ

読み込み
③ 

 

⑥

プログラム

ン 

ボタン 

ータ テーブル

 ボタン 

ン 

データ テーブル
 

 

タブ 

IntelHex形式のユーザープログラムを開きます。 
③に表示されます。 

ユーザープログラムをKNPICC30に書き込みます。 

 書き込みデータ を表示します。 

KNPICC30からユーザープログラムを読み込みます。 
⑥に表示されます。 

③ と ⑥ のデータを比較します。 
結果は ステータス バーに表示します。 

 読み込みデータ を表示します。 
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通信設定タブ 
通信設定タブで、KNPICC30のUDP通信設定情報の書き込み/読み込み/保存操作が可能です。 

① ② ③ ④ 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

 

 

読み込み

書き込み

開くボタン

保存 ボタ

構成デー

NetBios名

Macアドレ
⑤

⑥

⑦

構成

ボタン 

 ボタン 

 

ン 

タ テーブ

テーブル

ステーブル
設定タブ 

ル 

 

 

 

通信設定データをKNPICC30から読み込みます。 

通信設定データをKNPICC30に書き込みます。 

通信設定データファイルを開きます (*.cfg)。 

通信設定データファイルを保存します (*.cfg)。 

通信設定データを表示/編集します。通信設定データについては、
「KNPICC30通信設定データ詳細」を参照してください。 

NetBios名を表示/編集します。 

Macアドレスを表示します。(表示専用) 
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SW/LEDタブ 
SW/LEDタブで、KNPICC30のLEDの設定/SWの状態の取得を行います。 

① 

②

SW/LEDタブ 

① SW取得 S

② LED設定 LE

 

 

 

 

Wの状態を取得します。(表示専用) 

Dを設定します。 
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IOポートタブ 
IOポートタブで、KNPICC30のIOポート構成設定/出力の設定/入力の取得を行います。 

① 

②

① 構

② 入

③ 出

IOポート
ください
 ③ 
IOポートタブ

入出

成設定 

出力

力取得 入力

力設定 出力

のbitとコネクタの対応
。 
 

 

力方向 
IOポートの入出力をbit単位で指定します。 
1: 入力 0: 出力 

形式 
IOポート出力形式をbit単位で指定します。 
0: トーテン ポール 1: オープン ドレイン 
(出力に指定されたbitのみ有効) 

値 
入力値を取得します。 
(入力に指定されたbitのみ有効) 

値 
出力値を設定します。 
(出力に指定されたbitのみ有効) 

は、『Bit-Mapとコネクタの対応』の「IOポート コネクタ マップ」を参照して
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KNPICC30 UDP通信設定データ詳細 
通信設定タブで設定するUDP通信設定データの詳細は次のとおりです。 

デフォルト IP アドレス 
IPアドレスの初期値を指定します。 
DHCPが「OFF」の場合 この値が使用されます。 

デフォルト サブネット マスク 
サブネットマスクの初期値を指定します。 
DHCPが「OFF」の場合 この値が使用されます。 

デフォルト ゲートウェイ デフォルト ゲートウェイのアドレスを指定します。 

プライマリ DNS プライマリ DNSサーバのアドレスを指定します。 

セカンダリ DNS セカンダリ DNSサーバのアドレスを指定します。 

アナウンス通信 ポート アナウンス通信用のポート番号を指定します。 

デスカバリ通信 ポート デスカバリ通信用のポート番号を指定します。 

コントロール通信 ポート コントロール通信用のポート番号を指定します。 

イベント通信 ポート イベント通信用のポート番号を指定します。 

アナウンス通信 周期 (mS) 
アナウンス通信の周期をを指定します (1mS ~ 65534mS)。 
デスカバリ通信が完了するとアナウンス通信は自動的に停止します。 

イベント通信 リトライ回数 イベント通信のリトライ回数指定します (1回 ~ 65534回)。 

イベント通信 タイムアウト (mS) イベント通信のタイムアウトをを指定します (1mS ~ 65534mS)。 

アナウンス通信 
アナウンス通信を有効化/無効化します。 
“ON”: 有効化 “OFF” 無効化 

DHCP 
DHCPクライアントを有効化/無効化します。 
“ON”: 有効化 “OFF” 無効化 

NetBios名テーブル NetBios名を指定します(ASCII 16文字まで)。 
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Bit-Mapとコネクタの対応 

IOポート コネクタ マップ 
Bit-
Map 

コネクタ ピン番号 
CPU 
ピン番号 

CPUピン機能 

bit23 CN7 1 24 VREF+/PMA6/CN42/RA10 

bit22 CN7 2 23 VREF-/PMA7/CN41/RA9 

bit21 CN7 5 20 PGED1/AN0/RP0/CN2/RB0 

bit20 CN7 6 19 PGEC1/AN1/RP1/CN3/RB1 

bit19 CN7 9 18 PGED1/AN0/RP0/CN2/RB0 

bit18 CN7 10 17 PGEC1/AN1/RP1/CN3/RB1 

bit17 CN7 13 16 PGED3/AN4/C1INB/USBOEN/RP28/CN6/RB4

bit16 CN7 14 15 PGEC3/AN5/C1INA/VBUSON/RP18/CN7/RB5

bit15 CN5 1 38 RP5/CN21/RD15 

bit14 CN5 2 37 RPI43/CN20/RD14 

bit13 CN5 3 65 CN19/RD13 

bit12 CN5 4 64 RPI42/CN57/RD12 

bit11 CN5 5 56 SCL1/RP3/PMCS2/CN55/RD10 

bit10 CN5 6 55 SDA1/DPLN/RP4/CN54/RD9 

bit9 CN5 7 54 DMLN/RTCC/RP2/CN53/RD8 

bit8 CN5 8 63 RP22/PMBE/CN52/RD3 

bit7 CN5 9 62 DPH/RP23/CN51/RD2 

bit6 CN5 10 61 VCPCON/RP24/CN50/RD1 

bit5 CN5 11 58 DMH/RP11/INT0/CN49/RD0 

bit4 CN5 12 53 SDA2/RPI35/CN44/RA15 

bit3 CN5 13 52 SCL2/RPI36/CN43/RA14 

bit2 CN5 14 73 VCMPST2/CN69/RF1 

bit1 CN5 15 74 CN78/RG1 

bit0 CN5 16 75 CN77/RG0 

*bit23 – bit16 は、ADCを無効化した場合に使用できます。 
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Rs232C コネクタ マップ 
Mode 0 (Rs232Cを2チャンネル使用) 

Rs232Cポ-ト Rs232C機能 コネクタ ピン番号 

1 TXD CN1 1 

1 RXD CN1 2 

2 TXD CN1 5 

2 RXD CN1 6 

 

Mode 1 (ハードウェア フロー制御Rs232cを1チャンネル使用) 

Rs232Cポ-ト Rs232C機能 コネクタ ピン番号 

1 TXD CN1 1 

1 RXD CN1 2 

1 RTS CN1 5 

1 CTS CN1 6 

 

ADC コネクタ マップ 
ＡＤＣ 
チャンネル 

ＡＤＣ機能 コネクタ ピン番号 

0 AＮ0入力 CN7 5 

1 AN1入力 CN7 6 

2 AN2入力 CN7 9 

3 AN3入力 CN7 10 

4 AN4入力 CN7 13 

5 AN5入力 CN7 14 

- ADC基準電圧 CN7 1 

- ADC基準電圧 CN7 2 
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